
















































































































































































































































































から長瀧寺へ下された奉書 （遵行状） で、 そこでは河上荘 「神

































































































































































西へ下付したものである。空西のところに記された「飛州椿原」とは、白川郷内のそれ（現白川村椿原）であ う。そして、ここでも空西と本願寺の間を先の【史料七】と同様に考えると、それは照蓮寺が仲介したとみられる。同じように「照蓮寺門徒」と裏書さ た本尊もいま四十点弱のこされる。ところで、 とはも 白川郷中野 （現高山市荘川町中野） にあった真宗寺院 （中野御坊・正蓮寺）で、それが十六世紀に入る頃か 本願寺 飛騨国 おける拠点になった。なお、照蓮寺はのちに現在の高山市鉄砲町の地 近世高山藩主金森氏の本拠高山城のそば） 移動す
　
そして、これらの史料をみると、文明（ 七 ）以降から永正

















屋 （六厩） ・中野・三尾郷 （三尾河） などを記載したものがみられる。
　
以上、十五世紀後半から十六世紀の白川郷のすがたをまとめよ










































万分の ） 、 【図二】 （河上荘）は「三日町」 （同） 、 【図三】 （白川郷）は「金沢」 （二〇万分の一）にそれぞれよった。
（５） （仁安元年） 「飛騨国雑物進未注進状」 （中右記部類第十六裏文書・宮内















中世史 研究』戎光祥出版） 福井重治「広瀬氏の時代」 （ 『国府
町史』通史編Ⅰ、中世編第二章、二〇一一年）を参照した。































16） 日根荘に関しては小山靖憲・平雅行編 『荘園に生きる人々』 （和泉書院、







史料編・古代中世四。 部写真で校訂） 。 『清見村誌』上巻（一九七六年） 、 『日本歴史地名大系二一 　
岐阜県の地名』 （平凡社、一九八九年） 、
中野義夫「 楓軒文書纂』に見る白山長滝寺荘園河上庄」 （ 『斐太紀 　
研






















































九八三年。後に『日本中世村落内身分 研究』に再編） 、高木徳郎「村落景観の変容と地域社会」 （ 『日本中世地域環境史の研究』校倉書房、二〇〇八年・初出一九九七年） 、同「粉河荘東村 　
寺辺領の村と領主」
（山陰加春夫編 『きのくに荘園の世界』 下巻、 清文堂出版、 二〇〇 年）を参照した。
（
30）平治元年十二月五日藤原太子解（陽明文庫所蔵兵範記仁安二年冬巻裏
文書） 〔 『平安遺文』第六巻（東京堂出版） 〕 。
（
31） 『玉葉』安 二年十 二十二日〔 『玉葉』 （名著刊行会） 〕 。
（


















36） 文亀元年三月八日方便法身尊像裏書 （法蔵寺所蔵。長谷川忠崇 『飛州志』







寺勢力の展開が広くみられた。それでも白川の在地社会ではいま、 「本願寺勢力下 村」関係のものばかり 確認され、その世界がより鮮明にみられることを重視したい。
（
38）永井隆之「戦国時代の百姓思想」 （ 『戦国時代の百姓思想』東北大学出

















（ 『民衆史研究』 八三、 二〇一二年） 、 拙稿 「惣村の社会と荘園村落」 （荘園・村落史研究会編『中世村落と地域社会』 （高志書院、二〇一六年） 。
（
41） 拙稿 「摂津氏領加賀国倉月荘における領有状況の錯綜と在地社会」 （ 『地
方史研究』三三五、二〇〇八年） 拙稿「室町期・戦国期の加賀国倉月荘の「村」々と在地社会」 （ 加能地域史』五八、二〇一三年） 。
